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ギャラリー待合室

駅務室

WCH

WCW

WCM
交流スペース

SK

（ 12.3㎡）

（ 25.0㎡）

Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

「
ま
ち
の
顔
」
と
な
る
シ
ン
ボ
ル
空
間
の
形
成
に
む
け
て

　日
出
町
で
は
Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
周
辺
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
駅
周
辺
部
の
安
全
性
及
び
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化
等
を
考
慮
し
て
、
駅
の

南
北
を
つ
な
ぐ
自
由
通
路
や
駅
前
広
場
の
整
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　平
成
27
年
度
末
の
完
成
を
め
ざ
し
、
本
年
度
は
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
自
由
通
路
・
ホ
ー
ム
の
拡
幅
工
事
等
の
実
施
設
計
の
設
計
協
定
を
結
び
ま
す
。

 

都
市
再
生
整
備
計
画

　

日
出
町
で
は
、
平
成
23
年
度
に

Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
周
辺
地
区
の
都
市
再

生
整
備
計
画
（
２
期
）
を
作
成
し
て
、

平
成
27
年
度
ま
で
の
間
、
国
の
社

会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
受
け

て
駅
周
辺
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
ち
の
新
し
い
顔
と
な
る
印
象

的
な
駅
前
空
間
を
は
じ
め
、
駅
を

拠
点
と
し
た
、
人
々
が
交
流
す
る

駐輪場

40 台 程 度 の 駐 輪 場 ス

ペースを確保します。

駅前南広場

駅前北広場

ＪＲ日豊本線

町道日出駐車場線

一般車乗降場

タクシー待機所

タクシー乗降場 身障者乗降場

身障者乗降場エレベーター入口

エレベーター入口

駅前ロータリー

送迎のための一時停車ができるように整

備します。タクシーの乗降場所や待機所

も設置します。

駅舎

新しい駅舎がここに移動します。

ここから上り方面ホームに行けます。

小倉方面
→

小倉方面
→

駅前ロータリー

送迎のための一時停車ができるよう

に整備します。

ベンチ

ベンチ
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ギャラリー待合室

駅務室

WCH

WCW

WCM
交流スペース

SK

（ 12.3㎡）

（ 25.0㎡）

良
好
な
市
街
地
空
間
な
ど
を
形
成

し
な
が
ら
、
日
出
城
址
周
辺
の
歴

史
的
街
並
み
と
の
融
和
を
図
る
こ

と
で
、
交
流
と
活
気
の
あ
る
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

き
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
南
北
の
駅
前
広
場

と
こ
れ
を
つ
な
ぐ
自
由
通
路
、
駅

前
駐
車
場
等
の
整
備
を
行
い
、
利

用
者
の
安
全
性
や
利
便
性
等
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
交
通
結
節
点
と
し
て
の
機

能
を
拡
大
し
、
中
心
市
街
地
と
し

て
の
賑
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

　

昨
年
度
ま
で
に
作
成
し
た
基
本

計
画
を
も
と
に
、
本
年
度
か
ら
実
施

協
議
を
重
ね
て
い
き
、
内
容
を
具

体
化
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

コンビニエンス
ストア

現在駅位置

下り方面ホーム入口

※ あくまでも基本計画での内容です。実施では異なる場合があります。

医院

美容室

駐輪場

60 台程度の駐輪スペー

スを確保します。

駐車場

40 台程度の駐車スペー

スを確保します。

ホーム

一部ホームの嵩
かさ

上げと拡幅を行い、電車

との段差を解消して、車椅子や高齢者の

方の乗降に配慮します。

【基 本 構 想 図】

エレベーター入口

町道暘谷駅北口線

自由通路（歩道橋）

通路延長 20m。ＪＲを横断し、南

北の駅前広場に移動できます。南

北ともエレベーターを設置します。

←←←←←←大分方
面大分方面大分方面大分方面大分方面大分方面大分方面大分方面大分方面大分方面大分方面大分方面大分方面大分方面大分方面大分方面
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中
心
市
街
地
の
状
況

　

Ｊ
Ｒ
暘
谷
駅
は
、
昭
和
62
年
の
開

設
以
来
、
役
場
本
庁
や
商
店
街
な
ど

の
最
寄
り
駅
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

以
降
、
駅
の
北
側
で
は
、
土
地
区

画
整
理
事
業
に
よ
り
新
た
な
市
街
地

形
成
が
進
み
、
住
宅
が
増
え
、
居
住

者
が
増
加
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
19
年
度
に
は
町
道

暘
谷
駅
北
口
線
が
開
通
し
、
現
在
、

家
電
量
販
店
と
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
が

営
業
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
高
校

跡
地
グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
へ
の
企
業
誘

致
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
駅
周
辺
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
駅
の
開
設
当
初
と
は
大

き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
歩
行

者
や
車
の
交
通
量
も
増
え
て
お
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
見
え
て
き
ま
し

た
。　

 

解
消
す
べ
き
課
題

①
遮
断
機
の
す
り
抜
け

　

 

　現
在
の
駅
は
、
歩
道
橋
な
ど
の

自
由
道
路
が
な
い
た
め
、
遮
断
機

が
降
り
て
い
る
間
、
線
路
を
横
断

で
き
ま
せ
ん
。

　

 　

そ
の
た
め
、
ホ
ー
ム
の
向
か
い

側
か
ら
電
車
に
乗
車
し
よ
う
と
す

る
人
が
、
遮
断
機
を
す
り
抜
け
て

横
断
す
る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

 

②
送
迎
車
両
等
に
よ
る
混
雑

　
 　

駅
が
町
道
と
踏
切
の
す
ぐ
そ
ば

に
面
し
て
い
る
た
め
、
電
車
を
利

用
す
る
学
生
な
ど
の
車
に
よ
る
送

迎
が
、
近
く
の
路
上
で
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

 　

こ
の
時
間
帯
は
、通
行
車
両
や
、

下
車
し
た
方
達
の
道
路
横
断
な
ど

で
、
大
変
混
雑
し
ま
す
。

　

 　

な
か
に
は
、
踏
切
を
越
え
た
直

後
の
場
所
で
停
車
し
、
人
を
乗
降

さ
せ
る
車
両
が
あ
り
、
後
続
車
が

踏
切
内
か
ら
出
ら
れ
ず
、
立
ち
往

生
す
る
事
態
も
起
き
て
お
り
、
大

変
危
険
で
す
。

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
未
対
応

　

 　

現
在
の
駅
舎
は
、
障
が
い
者
や

高
齢
者
の
方
へ
の
配
慮
（
バ
リ
ア

フ
リ
ー
）
が
不
十
分
で
あ
り
、
車

椅
子
の
方
が
ホ
ー
ム
に
乗
り
入
れ

で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、
改

善
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

駅舎を東側に移転

　　南北駅前広場と自由通路を整備し

　　　　安全性・利便性等の向上を図る

国道 10 号から暘谷駅北側をつなぐ、町道暘谷駅北口線

電車が上下線とも到着し、歩行者や車で混みあう踏切
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駅
舎
を
東
側
に
移
転

　

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
解
決
し
、

安
全
性
・
利
便
性
等
の
向
上
を
図
る

た
め
、
駅
舎
を
東
側
（
小
倉
方
面
）

へ
移
転
し
、
南
北
の
駅
前
広
場
と
そ

れ
ら
を
つ
な
ぐ
自
由
通
路
を
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

　

南
北
駅
前
広
場
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に

は
、
送
迎
車
両
の
た
め
の
一
時
停
車

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
ま
す
。

　

ま
た
、
踏
切
遮
断
中
で
も
、
駅
南

北
の
移
動
が
で
き
る
よ
う
、
自
由
通

路
を
設
け
、
踏
切
の
す
り
抜
け
な
ど

の
問
題
を
解
消
し
ま
す
。　

　

そ
し
て
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
の

方
も
容
易
に
移
動
が
で
き
る
よ
う
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
化
を
行
い
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
の
設
置
や
一
部
ホ
ー
ム
の
拡

幅
、
嵩か
さ

上
げ
を
行
い
ま
す
。

 
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

本
年
度
は
、
自
由
通
路
や
ホ
ー
ム

（
拡
幅
・
嵩か

さ

上
げ
）
の
改
修
設
計
に

６
２
０
０
万
円
、
南
北
駅
前
広
場
と

駅
舎
の
設
計
に
２
１
０
０
万
円
の
予

算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

11
月
中
に
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
ホ
ー
ム

な
ど
の
設
計
協
定
を
結
び
、
平
成
26

年
秋
頃
の
工
事
着
工
を
予
定
し
て
い

駅南側から北口方向を見た、暘谷駅自由通路等の完成予想図 （イメージ図であり、外観等、実物とは違います）

自由通路

●

エレベーター

●

上りホーム入口

●

南側駅前広場

●

下りホーム入口

●

エレベーター

●

駅舎

●

北側駅前広場

●

ま
す
。

　

こ
れ
と
同
時
に
、南
北
駅
前
広
場
、

駐
車
場
、
駐
輪
場
の
整
備
も
行
い
、

平
成
27
年
度
中
の
完
成
を
め
ざ
し
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

概
算
工
事
費
と
な
り
ま
す

が
、
現
時
点
で
自
由
通
路
に
約

３
億
５
０
０
０
万
円
、
南
北
駅
前
広

場
に
約
２
億
円
、
駅
舎
の
建
設
に
約

４
５
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

駅
ホ
ー
ム
の
工
事
費
に
つ
い
て
は
、

現
在
Ｊ
Ｒ
九
州
と
協
議
中
で
す
。

　

事
業
の
財
源
に
は
、
国
の
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
と
町
債
（
借
入

金
）
を
充
て
ま
す
。

　

完
成
に
は
相
当
の
時
間
を
要
し
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

踏
切
周
辺
で
の
送
迎
な
ど
、
安
全
に

十
分
注
意
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

今
後
も
駅
周
辺
整
備
計
画
の
進
捗

状
況
を
順
次
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問 

合 

先

　

都 

市 

建 

設 

課

   

☎
73
‐
３
１
７
２
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　学力調査結果　　

平成 25 年度
「全国学力・学習状況調査」

「大分県学力定着状況調査」の結果

（1） 全 国 学 力・学 習 状 況 調 査 （数 値 は 平 均 正 答 率：平 均 正 答 率 と は、各 問 題 に 正 解 し た 割 合 の 平 均 値 で す）

教　科 小６・国語 小６・算数 中３・国語 中３・数学
区　分 Ａ知識 Ｂ活用 Ａ知識 Ｂ活用 Ａ知識 Ｂ活用 Ａ知識 Ｂ活用
日出町 63.1 50.4 79.4 61.2 78.3 68.6 61.9 39.1
大分県 62.3 48.7 78.7 57.8 76.0 66.7 62.0 39.2
全　国 62.7 49.4 77.2 58.4 76.4 67.4 63.7 41.5

（2） 大 分 県 学 力 定 着 状 況 調 査 （数 値 は 偏 差 値 で、 全 国 平 均 50 を 基 準 と し た 指 数 で す）

教　科 小５・国語 小５・算数 小５・理科
区　分 Ａ知識 Ｂ活用 Ａ知識 Ｂ活用 Ａ知識 Ｂ活用
日出町 51.6 48.6 51.4 52.0 49.3 50.2
大分県 51.4 50.2 52.0 51.7 50.9 50.7
全　国 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

教　科 中２・国語 中２・数学 中２・理科 中２・英語
区　分 Ａ知識 Ｂ活用 Ａ知識 Ｂ活用 Ａ知識 Ｂ活用 Ａ知識 Ｂ活用
日出町 53.5 51.2 52.6 52.2 53.9 52.5 52.0 52.6
大分県 50.5 49.9 50.8 50.3 50.2 49.7 48.9 49.5
全　国 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0 50.0

○小学校５年生
　国語の A 知識と算数の B 活用がともに全国平均と県平均を上回っています。しかし、国語の B 活用と理科
の A 知識はともに全国平均と県平均を下回っています。
　国語では、「物語を読むこと」に対し、「主人公の気持ちを読み取る」「場面の変化を読み取る」ことに課題
があります。日出町では、普段全く読書をしない児童が２割、学校図書館をほとんど利用しない児童が３割
いますが、そのことも原因の一つに考えられます。学校図書館をもっと積極的に活用し、教科書に出てくる
作者の本をさがすなどして、本を読む習慣を身につけさせましょう。
　理科は、観察・実験に関する興味・関心は高いのですが、その結果からどのようなことが分かったのかを
振り返って考えたり、得られた知識・きまり・法則などをしっかりと自分のものにする努力が必要です。
○中学校２年生
　４教科全ての A 知識・B 活用で全国平均と県平均を上回っていて、各教科とも県内の市町村でトップクラ
スの成績です。

○小学校６年生
　国語・算数の A 知識・B 活用ともに全国平均と大分県の平均を上回っています。
○中学校３年生
　国語では A 知識・B 活用ともに全国平均と大分県の平均を上回っていますが、数学は知識・活用共に全国
平均と大分県の平均を下回っています。数学の日出町の正答数の分布を見ると、全国平均に比べると正答率
８割以上の上位層が少なく、下位層が多いことが分かります。その原因としては、基礎・基本が十分定着し
ていないことが考えられます。
   テストなどで間違えた問題を家庭でもう一度やってみる、間違えた原因を追究してみるなど、勉強内容の
工夫が必要です。各家庭では、宿題と自主学習が実践できるよう、テレビやゲームの時間を控えさせ、学習
する「時間」を確保するようにしましょう。

　今年４月に全国の小学校６年生と中学校３年生を対象に、「全国学力・学習状況調査」が行われ、同時に大
分県でも小学校５年生と中学校２年生を対象に、「大分県学力定着状況調査」が実施されました。
　この調査は、いずれも学習内容の定着状況や学習意欲、家庭学習の実態などを把握・分析しながら、今後
の指導方法の改善・充実を図り、子どもたちの確かな学力の向上に役立てることをめざしたものです。

6



　過去４年間の推移

　生活習慣などに関する調査

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ
毎日食べている 64.4 51.7 80.7 62.4
食べていない 47.2 15.0 57.9 23.1

（1） 朝 食 を 毎 日 食 べ て い ま す か

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ
8 ～ 9 時間 67.1 55.1 81.4 64.5
6 時間より少ない 58.3 40.0 68.4 46.2

（2） 普 段、1 日 に ど れ く ら い の 時 間、 睡 眠 を と る こ と が 多 い で す か

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ
3 ～ 4 時間 59.6 46.8 72.7 55.6
1 時間より少ない 63.2 49.2 81.2 62.1

（3） 普 段、1 日 に ど れ く ら い の 時 間、 ゲ ー ム を し ま す か

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ
3 時間以上 65.2 52.0 80.4 61.8
2 ～ 3 時間 65.7 51.7 80.5 62.0
1 ～ 2 時間 64.0 53.5 81.7 64.0
30 分～ 1 時間 56.6 43.8 72.7 55.2

（4） 普 段、1 日 に ど れ く ら い の 時 間、 勉 強 を し ま す か

＜ 学 力 と 生 活 習 慣 の 関 係 ＞ 小 学 校 6 年 生 の 平 均 正 答 率 を 比 較

☞
朝 食 を き ち ん と 食 べ て い る 方 
が、 正 答 率 が か な り 高 い。

睡 眠 時 間 を き ち ん と 確 保 し て
い る 方 が、 正 答 率 が 高 い。☞

ゲ ー ム を す る 時 間 が 少 な い 方
が、 正 答 率 は 高 い。☞

長 時 間 勉 強 す る こ と は 学 力 に は
あ ま り 関 係 な さ そ う で あ る。
集 中 し て や れ ば、 １ ～ ２ 時 間 で
も 十 分。

☞

　上のグラフは、最近４年間の小学校５年生と中学校２年生の偏差値変化を表したものです。
　小学校では、23 年度を境に国語・算数・理科ともに偏差値が向上していることや、中学校２年生の偏差値
は常に全国平均の 50 を上回っていることが分かります。

　「家庭で規則正しい生活をしている子どもほど正答率が高い」ということは以前から言われていまし
たが、今回の調査でも同じことが言えそうです。
　各家庭におかれましては、次の視点で今一度お子さんの家庭生活を見つめ直してみましょう。

　　　①夜、小学生は１０時までに、中学生は１１時までに就寝していますか。
　　　②朝は７時までに起きていますか。
　　　③朝食を毎日きちんと食べていますか。
　　　④テレビを見たりゲームをしたりする時間は、１日２時間以内ですか。
    　　⑤宿題や自主学習を毎日行っていますか。

　学習時間を確保するために、テレビを見る時間やゲームをする時間の見直しなど、家庭での学習・生
活習慣全般の改善について、各家庭で工夫していかなければなりません。
    これらの取り組みに皆様のご理解・ご協力をお願いいたします。

47

50

53

22年度 23年度 24年度 25年度

偏

差

値

小・国語

小・算数

小・理科

中・国語

中・数学

中・理科

中・英語
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教
育
委
員
会
だ
よ
り

鬼
門
櫓
修
復
の
舞
台
裏

　

江
戸
時
代
、
日
出
城
本
丸
北
東
隅
に
築

か
れ
た
鬼き
も
ん
や
ぐ
ら

門
櫓
（
隅
櫓
）［
町
有
形
文
化
財
］

の
保
存
修
理
工
事
が
、
約
４
年
を
費
や
し
、

平
成
25
年
２
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

　

鬼
門
櫓
修
復
の
舞
台
裏
で
は
、
文
化
財

価
値
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
学
識

者
を
交
え
た
専
門
委
員
会
を
設
立
し
、
調

査
・
修
理
・
復
原
の
大
き
く
３
つ
の
工
程

に
て
、
慎
重
に
工
事
を
進
め
ま
し
た
。

（
一
）
調

　査

　

鬼
門
櫓
が
、
い
つ
、
誰
が
築
き
、
ど
の

よ
う
に
変
遷
（
修
理
・
改
築
・
移
築
等
の

経
過
）
し
て
今
日
に
至
っ
た
の
か
、
櫓
を

構
成
す
る
部
材
（
木
材
・
瓦
等
）
や
文
献

史
料
等
か
ら
、
そ
の
歴
史
を
紐
解
き
、
櫓

の
復
原
年
代
や
修
理
方
法
を
決
定
し
ま
し

た
。
調
査
の
結
果
、
鬼
門
櫓
は
建
築
当
初

の
構
造
を
維
持
し
、
部
材
も
良
好
に
残
る

こ
と
が
判
明
し
、
江
戸
時
代
、
と
り
わ
け

17
世
紀
代
の
姿
へ
の
復
原
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
調
査
は
、
そ
の
後
の
修
理
・
復

原
を
大
き
く
左
右
す
る
重
要
な
工
程
で
す
。

（
二
）
修

　理

　

修
理
は
、
可
能
な
限
り
旧
材
を
再
使
用

し
、
傷
ん
だ
箇
所
の
み
を
同
種
材
・
同
一

工
法
に
て
取
り
替
え
ま
し
た
。
取
り
替
え

た
旧
材
は
、
当
時
の
歴
史
を
語
る
様
々
な

情
報
（
工
具
痕
・
墨
書
等
）
が
内
在
す
る

た
め
、
廃
棄
せ
ず
に
保
存
し
ま
し
た
。

（
三
）
復

　原

　

復
原
年
代
当
時
の
姿
に
整
え
る
た
め
、

調
査
の
結
果
に
基
づ
き
、
明
ら
か
に
異
質

な
要
素
（
構
造
・
木
材
・
瓦
等
）
は
取
り

除
き
、
ま
た
、
新
た
に
復
原
材
を
製
作
・

補
充
し
ま
し
た
。
但
し
、
復
原
困
難
な
要

素
に
つ
い
て
は
、
推
測
に
よ
る
復
原
は
行

わ
ず
、
現
状
保
存
と
し
ま
し
た
。

　
平
成
の
修
復
は
や
が
て
歴
史
に

　　　

こ
う
し
た
工
程
を
経
て
、
鬼
門
櫓
は
か

つ
て
の
雄
姿
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
工
事
の
経
過
は
、学
術
報
告
書
（『
日

出
町
有
形
文
化
財　

隅
（
鬼
門
）
櫓
保
存

修
理
工
事
報
告
書
』）
に
記
録
さ
れ
、
や
が

て
は
歴
史
史
料
と
し
て
後
世
の
修
復
に
活

か
さ
れ
ま
す
（
萬
里
図
書
館
に
て
貸
出
・

閲
覧
可
）。

平 成 に 甦 っ た 鬼 門 櫓

西
野
智
行
氏
が

　
　教
育
長
に
就
任

　

日
出
町
教
育
委
員
会
は
、
石
尾
教
育
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
10
月

５
日
に
臨
時
会
を
開
き
、
新
し
い
教
育
長
に
西
野
智
行
氏

（59）
を
互
選
し

ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

【
略
歴
】
昭
和
56
年
大
分
県
入
庁
後
、

県
福
岡
事
務
所
長
、
県
企
画
振
興
部
政

策
企
画
課
長
、
県
商
工
労
働
部
商
工
労

働
企
画
課
長
、
県
東
京
事
務
所
長
を
歴

任
。平
成
25
年
３
月
に
大
分
県
を
退
職
、

同
年
５
月
か
ら
日
出
町
参
事
。

　
「
10
月
５
日
付
で
教
育
委
員
会
か
ら
、

教
育
長
と
し
て
任
命
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

浅せ
ん
が
く
ひ
さ
い

学
非
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す
が
、

日
出
町
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、
文

化
ス
ポ
ー
ツ
等
の
振
興
発
展
の
た
め
、

そ
の
職
責
を
全
う
す
べ
く
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。」

西
野
教
育
長
よ
り

就
任
あ
い
さ
つ
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日出町長　工藤　義見

人
口
増
加
は
今
が
分
岐
点
か
、

　

こ
れ
か
ら
先
は
減
少
の
方
向
へ

　

知
事
と
市
町
村
長
と
の
意
見
交
換

会
が
10
月
１
日
、
大
分
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
県
側
か
ら
は
広
瀬

知
事
、
二
日
市
・
小
風
両
副
知
事
、

関
係
部
課
長
等
、
自
治
体
側
か
ら
県

下
18
市
町
村
長
が
出
席
し
、
当
面
す

る
諸
課
題
に
つ
い
て
協
議
、
懇
談
を

行
い
ま
し
た
。

　

県
側
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の
地
域
づ

く
り
～
観
光
・
産
業
等
の
あ
り
方

～
」、
市
町
村
側
か
ら
「
道
州
制
の

あ
り
方
等
に
関
す
る
勉
強
会
の
設

置
」、「
国
民
健
康
保
険
制
度
改
革
」

に
つ
い
て
議
題
が
出
さ
れ
、
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。

　

こ
の
中
で
県
資
料
の
中
に 

本
年

３
月
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研

究
所
の
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人

口
で
「
大
分
県
内
に
お
け
る
人
口
の

将
来
推
計
」の
資
料
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
22
年
の
国
勢
調
査
を

基
に
し
て
、
30
年
後
の
平
成
52
年
人

口
を
推
計
し
た
も
の
で
す
が
、
あ
ま

り
に
も
大
幅
な
人
口
減
少
に
驚
く
ば

か
り
で
す
。
こ
の
ま
ま
に
放
置
し
て

お
け
る
事
態
で
は
な
い
の
で
、
以
下

資
料
に
基
づ
い
て
人
口
動
態
の
推
計

概
要
を
紹
介
し
、
町
民
皆
さ
ん
と
共

に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

資
料
に
よ
る
と
大
分
県
全
体
の
現

人
口
の
１
１
９
万
６
５
２
９
人
が

95
万
５
４
２
４
人
へ
と
大
幅
減
と
な

り
、
比
率
で
79
・
８
％
、
20
・
２
％

の
減
と
な
り
ま
す
。

　

総
人
口
比
率
が
現
人
口
の
70
％
以

下
と
な
る
市
町
村
は
12
市
町
村
を
数

え
ま
す
。
そ
の
内
で
50
％
代
い
わ
ゆ

る
現
況
の
半
分
に
な
る
自
治
体
３
、

60
％
代
の
自
治
体
８
、
70
％
代
の
自

治
体
２
、
80
％
代
の
自
治
体
１
、
日

出
町
は
91
・
６
％
、
大
分
市
92
・
５
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
分
市
43
万
８
３
９
６
人
、
日
出

町
２
万
５
８
５
９
人
で
何
れ
の
市
町

も
７
～
８
％
代
の
減
少
に
止
ま
っ
て

い
ま
す
。
40
～
50
％
ほ
ど
減
少
す
る

自
治
体
も
多
く
あ
り
、
大
変
な
時
代

に
直
面
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

ま
た
30
年
後
の
日
出
町
の
高
齢
化

率
（
65
歳
以
上
）
は
33
・
１
％
で
す

が
、
40
％
以
上
と
な
る
市
町
村
が
11

市
町
村
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち

50
％
代
の
自
治
体
も
い
く
つ
か
あ
り

ま
す
。

　

人
口
が
半
減
し
、
ま
た
半
減
し
た

人
口
の
さ
ら
に
約
半
数
が
65
歳
以
上

と
い
う
状
態
の
自
治
体
は
ど
の
よ
う

な
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
か
、
想
像

す
る
だ
け
で
き
び
し
い
地
域
の
実
情

を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
万
人
を
目
指
し
、
人
口
対
策
を
強
化

　

町
政
を
担
当
し
て
す
で
に
９
年
を

経
過
。
就
任
時
か
ら
少
子
高
齢
化
の

動
向
に
注
視
し
、
人
口
問
題
を
念
頭

に
お
い
て
人
口
３
万
人
を
目
指
す
日

出
町
政
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

き
び
し
い
財
政
事
情
の
改
善
の
た

め
種
々
の
改
革
を
推
進
し
な
が
ら

も
、
一
方
で
将
来
を
展
望
し
た
町
政

発
展
の
方
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
前
述
し
た
よ
う
な

人
口
動
態
を
考
え
る
と
、
楽
観
を
許

さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
県
内
の

多
く
の
自
治
体
で
は
著
し
い
人
口
減

少
が
以
前
か
ら
続
い
て
お
り
、
日
出

町
も
何
時
ま
で
も
人
口
増
加
を
続
け

る
保
証
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

昨
24
年
度
中
の
出
生
者
２
３
２

人
、
死
亡
者
２
８
７
人
で
、
こ
こ
数

年
に
わ
た
り
人
口
の
自
然
減
が
続
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
補
っ

て
転
出
者
よ
り
も
転
入
者
の
方
が
多

い
社
会
増
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
に
な
っ
て
逆
転
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
現
在
、
町
内
各
地
で
約

１
５
０
区
画
ほ
ど
の
宅
地
造
成
が
進

行
中
で
あ
り
、
完
成
す
れ
ば
他
地
区

か
ら
の
転
入
も
期
待
で
き
る
と
淡
い

期
待
を
し
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ま
で
「
協
働
の
町
づ
く
り
」

と
し
て
町
民
皆
さ
ん
の
意
見
、
提
案

を
受
け
て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
生
活
環
境
の
整
備
、福
祉
、

医
療
の
充
実
な
ど
の
諸
施
策
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
一
段
と
強
力
な
対
策
を

講
ず
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
人
口
増
加
の
取
り
組
み

と
し
て
、
９
月
議
会
の
補
正
予
算
で

空
き
家
の
利
活
用
者
に
助
成
す
る
制

度
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
は
空
き
家

所
有
者
が
町
外
居
住
者
を
受
け
入
れ

た
場
合
、
借
用
者
、
提
供
者
そ
れ
ぞ

れ
に
10
万
円
を
助
成
す
る
制
度
で

す
。
是
非
と
も
制
度
の
活
用
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
も
な
く
平
成
26
年
度
の
予
算
編

成
の
作
業
に
か
か
り
ま
す
が
、
多
く

の
課
題
解
決
と
合
わ
せ
、
人
口
増
加

の
対
策
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
何
か
い
い
方

策
、
ご
提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
知
恵

を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
次
号
に
つ
づ
く
）
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９
月
30
日
、
伊
藤
隆た
か
ぞ
う造
さ
ん
（
佐
尾

区
）
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
、
町
長
が
伊
藤
さ
ん
宅
を
訪
問
し
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
妻
の
敬
子
さ
ん
と
二

人
暮
ら
し
。
70
歳
ま
で
勤
め
た
会
社
を

退
職
し
て
か
ら
は
、
家
庭
菜
園
で
の
野

菜
作
り
な
ど
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
「
特
に
は
な
い
」
と

言
う
伊
藤
さ
ん
、「
両
親
が
元
気
に
生

ん
で
く
れ
た
体
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
伊
藤
さ
ん
夫
妻
は
、
10
月
か

ら
、
福
岡
に
住
む
長
女
の
小
島
和
子
さ

ん
の
も
と
で
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
に

な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
京
都
府
出
身
。
50
年
近

く
住
ん
だ
日
出
町
を
「
気
候
が
温
暖

で
、
人
柄
も
温
か
い
。
第
二
の
ふ
る
さ

と
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

慶
賀
訪
問　

伊
藤
隆
造
さ
ん

　

１
０
０
歳
お
め
で
と
う

　

９
月
25
日
、
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
農
協

で
ギ
ン
ナ
ン
選
果
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

大
分
県
は
ギ
ン
ナ
ン
の
栽
培
面
積
が

日
本
一
で
、
昨
年
の
県
内
Ｊ
Ａ
の
ギ
ン

ナ
ン
出
荷
量
の
う
ち
、
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日

出
が
43
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
台
風
な
ど
の
被
害
も
な
く
、

生
育
が
良
好
で
、
約
48
ト
ン
の
収
穫
が

見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
主
な
出
荷
先

は
関
西
方
面
で
す
。

　

現
在
Ｊ
Ａ
べ
っ
ぷ
日
出
で
は
、
加
工

品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
９

月
に
導
入
さ
れ
た
殻
割
機
は
、
剥
き
実

や
加
工
品
の
製
造
に
活
躍
し
ま
す
。

　

こ
の
後
、
粉
末
に
し
た
ギ
ン
ナ
ン
パ

ウ
ダ
ー
を
練
り
こ
ん
だ
麺
や
ケ
ー
キ
、

パ
ン
な
ど
加
工
品
の
紹
介
が
あ
り
、
出

席
者
で
試
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
育
良
好
な
ギ
ン
ナ
ン
を
出
荷

　

ギ
ン
ナ
ン
選
果
式

料
理
を
通
し
て
異
文
化
に
触
れ
よ
う

　

大
神
中
３
年
生
が

　
　

Ａ
Ｐ
Ｕ
留
学
生
と
交
流

　

10
月
11
日
、大
神
中
学
校
で「
料

理
を
通
し
て
異
文
化
に
触
れ
よ

う
」
と
Ａ
Ｐ
Ｕ
の
留
学
生
３
名
を

ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
に
招
き
、

調
理
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
神
中
の
３
年
生
40
名
が
参
加

し
、
タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
の
留
学
生

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
代
表
的

な
家
庭
料
理
を
紹
介
し
て
も
ら

い
、
調
理
・
試
食
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
初
め
て
み
る
食

材
や
調
理
を
通
じ
て
、
海
外
へ
の

視
野
を
広
め
た
よ
う
で
し
た
。

　

タ
イ
出
身
の
ジ
ェ
ン
さ
ん
（
Ａ

Ｐ
Ｕ
３
年
）は
、グ
リ
ー
ン
カ
レ
ー

の
作
り
方
を
生
徒
に
教
え
、「
自

分
の
国
の
食
文
化
に
つ
い
て
、

知
っ
て
も
ら
う
機
会
が
あ
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
喜
び
、「
機
会
が
あ

れ
ば
何
度
で
も
参
加
し
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
行
事
は
、
町
が
「
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
」
を
行
っ
て
も
ら

う
お
う
と
、
本
年
度
か
ら
、
各
小

中
学
校
に
交
付
し
た
補
助
金
に
よ

り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
各
学
校

独
自
の
発
想
で
教
育
に
取
り
組
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

 TOWN　TOPICS　                                                 
    　 まちの話題  　9 ～ 10 月

　日出町 facebook　　　　　　　　
   パソコンでも身近な情報が満載
  https://www.facebook.com/hijimachi　　　　　　　　
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商
業
部
が
開
発
・
商
品
化
し

た
、
甘
酒
仕
立
て
の
乳
酸
菌
ゼ
リ
ー

「
＠あ
っ
と
か
ん
べ
い

官
兵
衛
」
が
、東
京
で
開
か
れ
た
「
商

業
高
校
フ
ー
ド
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
３

（
伊
藤
忠
食
品
主
催
）」
の
商
品
開
発
部

門
で
、
準
グ
ラ
ン
プ
リ
に
あ
た
る
「
審

査
員
特
別
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
高
校
生
の
商
品
開
発

力
や
ア
イ
デ
ア
を
審
査
す
る
も
の
で
、

商
品
開
発
部
門
に
は
全
国
か
ら
35
校
49

品
の
応
募
が
あ
り
、
一
次
審
査
を
通
過

し
た
10
校
が
本
選
に
出
場
し
ま
し
た
。

　
「
＠あ
っ
と
か
ん
べ
い

官
兵
衛
」
は
椎
茸
の
菌
糸
や
カ

ボ
ス
な
ど
大
分
の
食
材
を
う
ま
く
使
っ

た
こ
と
、
仕
事
中
で
も
手
軽
に
食
べ
ら

れ
る
コ
ン
セ
プ
ト
が
忙
し
い
現
代
に

マ
ッ
チ
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

　今
夏
の
全
国
高
校
総
体
の
自
転
車
競

技
で
、
好
成
績
を
あ
げ
た
自
転
車
競
技

部
の
選
手
７
名
が
役
場
を
訪
れ
、
町
長

に
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、黒
枝
咲
哉
主
将
（
３
年
）

の
４
Ｋ
ｍ
速
度
競
技
で
の
優
勝
を
は
じ

め
、
団
体
追
い
抜
き
３
位
な
ど
、
着
実

に
得
点
を
重
ね
、
総
合
順
位
で
全
国
２

位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
素
晴
ら
し
い
成
績
。
地
元

高
校
生
の
活
躍
は
大
変
う
れ
し
い
」
と

称
え
、
黒
枝
主
将
は
「
総
合
優
勝
の
夢

は
、
来
年
後
輩
た
ち
に
託
し
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

地
元
の
高
校
生
が
大
活
躍
‼

　

日
出
暘
谷
・
日
出
総
合
高
校

■
商
業
部

　
　「
＠あ
っ
と
か
ん
べ
い

官
兵
衛
」
が
準
グ
ラ
ン
プ
リ

■
自
転
車
競
技
部

　
　高
校
総
体
で
準
優
勝

　

９
月
27
日
か
ら
４
日
間
、
第
２
回
日

出
城
址
ま
ち
な
か
美
術
展
（
日
出
城
址

ま
ち
な
か
美
術
展
実
行
委
員
会
主
催
）

が
二
の
丸
館
で
開
催
さ
れ
、
愛
好
者
な

ど
、
約
５
０
０
名
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
絵
画
や
写
真
、
陶
芸
、

短
歌
な
ど
、
様
々
な
作
品
が
展
示
さ

れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
鑑
賞
や
喫
茶

で
の
会
話
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
日
出
城
址
や
城
下

海
岸
周
辺
を
詠
ん
だ
俳
句
の
募
集
も
行

わ
れ
、
後
日
入
選
者
が
決
ま
り
ま
す
。

　

同
実
行
委
員
会
は
、「
こ
れ
か
ら
も

様
々
な
趣
向
を
凝
ら
し
て
開
催
し
た
い
。

愛
好
者
同
士
の
交
流
場
所
の
提
供
や
、

地
域
の
ま
ち
お
こ
し
に
も
貢
献
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

観
光
の
拠
点
で
ま
ち
お
こ
し

　

日
出
城
址
ま
ち
な
か
美
術
展

　 Ｋ ト ラ 市 で は、 旬 の 野 菜 や 果 物 を は じ め、
こ こ で し か 手 に 入 ら な い 品 物 が た く さ ん。 み
な さ ん、 ぜ ひ お 越 し く だ さ い。
　 出 店 者 の 募 集 も 随 時 行 っ て い ま す。

　 ■ 日 　 時 　11 月 10 日 （日）　8 時 ～ 12 時
　 ■ 場 　 所 　 町 中 央 公 民 館 第 2 駐 車 場
　 ■ 問 合 先 　 日 出 町 商 工 会
　 　 　 　 　 　 ☎ 72-2232　

 

11
月
の
イ
ベ
ン
ト
は

　

「
コ
ー
ラ
早
飲
み
大
会
」

　
　

参
加
無
料
・

　
　
　

景
品
あ
り
（
Ｋ
ト
ラ
市
買
い
物
券
）

11 月 の イ ベ ン ト 企 画 者
（右 か ら） 恒 松 さ ん、 後 藤 さ ん

～Ｋトラ市は毎月第２日曜日に開催～
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糸
ヶ
浜
海
浜
公
園
・
黒
岩
公
園
・
辻
間
南
児
童
公
園
の
３
公
園
に
設
置
し
て
い
た

木
製
遊
具
が
、
老
朽
化
に
よ
り
使
用
が
危
険
と
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
撤
去
し
、
新

た
な
遊
具
を
設
置
し
ま
す
。

　

今
回
の
更
新
事
業
で
は
、
設
計
・
施
工
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
を
採
用
し
、
こ
れ
に

参
加
し
た
６
社
の
な
か
か
ら
施
工
業
者
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
参
加
業
者
に
遊
具
の
整
備
案
を
提
案
し

て
も
ら
い
、
各
提
案
を
審
査
し
、
決
定
し
て
い
く
方
法
で
す
。

　

審
査
委
員
に
は
区
長
を

は
じ
め
、
地
域
の
方
々
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
ま
た
、

地
元
の
園
児
や
児
童
、
保

護
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
も
反
映
し
て
お
り
ま

す
。

　

11
月
か
ら
着
工
し
、
完

成
は
来
年
２
月
の
予
定
で

す
。

※ 

各
公
園
の
イ
メ
ー
ジ
図

は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

都
市
建
設
課

　

☎
73-

３
１
７
２

　

日
出
町
燃
油
高
騰
対
策
事
業

　

燃
油
高
騰
に
よ
り
、
生
産
経
費
が
増

大
し
て
い
る
施
設
園
芸
（
椎
茸
の
乾
燥

含
む
）
を
営
む
農
業
者
及
び
漁
業
者
に

対
し
、
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
燃

油
購
入
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

■
対
象
者

　

 

町
内
に
住
所
又
は
本
店
を
有
す
る
農

業
者
及
び
漁
業
者

■
対
象
油
種

　

 

施
設
園
芸
の
加
温
に
使
用
す
る
Ａ
重

油

　

 

漁
業
の
操
業
に
使
用
す
る
Ａ
重
油
及

び
軽
油

■
補
助
金
の
額

　

 

購
入
し
た
油
種
１
ℓ
に
つ
き
２
円
を

乗
じ
た
額

■
補
填
基
準

　

 

購
入
油
種
価
格
が
88
・
２
円
／
ℓ
以

上
の
場
合

■
購
入
対
象
期
間

　

 

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
25
年

12
月
31
日

■
問
合
先

　

農
林
水
産
課　

☎
73
‐
３
１
２
７

　
「
と
き
め
き
作
品
展
」
開
催

　

障
が
い
を
も
っ
て
い
る
方
が
制
作
し

た
作
品
を
展
示
す
る
「
と
き
め
き
作
品

展
」
が
大
分
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

今
年
は
日
出
町
か
ら
14
点
の
作
品
が

展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

■ 

会
場　

大
分
市
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
・

ア
ー
ト
ホ
ー
ル
（
大
分
市
荷
揚
町
）

■ 

期
間　

　

11
月
14
日
（
木
）
～ 

11
月
18
日
（
月
）

　

  

10
時
～
17
時

　
（
18
日
の
み
12
時
ま
で
）

■
入
場
料　

無
料

■ 

主
催

　

県
障
害
者
社
会
参
加
推
進
協
議
会

■
問
合
先　

福
祉
対
策
課
障
害
福
祉
係

　

☎
73
‐
３
１
２
６

　

町
立
幼
稚
園
入
園
受
付

　

平
成
26
年
度
の
町
立
幼
稚
園
の
入
園

受
付
を
行
い
ま
す
。

■ 

対
象
児　

町
内
に
居
住
す
る
平
成
20

年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
幼
児

■ 

受
付
期
間　

12
月
５
日
（
木
）
～
17

日
（
火
）
※
土
・
日
曜
日
は
除
き
ま
す

■
受
付
場
所　

各
町
立
幼
稚
園

■
必
要
な
も
の　

印
鑑

■
そ
の
他

○
保
育
料　

月
額
４
，
５
０
０
円

○  

給
食
費　

月
額
３
，
２
５
０
円
（
牛

乳
代
別
途
）
※
保
育
終
了
後
18
時
ま

で
預
か
り
保
育
を
実
施
し
て
い
ま
す

（
別
途
料
金
が
必
要
で
す
）。

■
問
合
先　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎
73
‐
３
１
５
７

糸
ヶ
浜
海
浜
公
園
・
黒
岩
公
園
・
辻
間
南
児
童
公
園

複
合
遊
具
を
更
新
し
ま
す

黒 岩 公 園 に 設 置 予 定 の 複 合 遊 具
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制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ
　

平
成
26
年
日
出
町
成
人
式

■
日
時　

平
成
26
年
１
月
12
日
（
日
）

　

受
付
10
時
～
／
式
典
11
時
～

■
会
場　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

■ 

対
象
者　

平
成
５
年
４
月
２
日
～
平

成
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

＊ 

町
内
中
学
校
卒
業
生
及
び
住
民
票
の

あ
る
方
に
は
ご
案
内
致
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　

☎
73
‐
３
１
５
６

　

住
生
活
総
合
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

国
土
交
通
省
で
は
、
12
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
「
住
生
活
総
合
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
の
安
定
・
向

上
に
か
か
る
総
合
的
な
施
策
を
推
進
す

る
う
え
で
、
必
要
と
な
る
基
礎
資
料
を

得
る
た
め
の
調
査
で
、
無
作
為
に
抽
出

し
た
お
宅
に
調
査
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

調
査
に
は
、
統
計
調
査
員
証
を
持
っ

た
調
査
員
が
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■ 

調
査
期
間　

　

11
月
21
日
（
木
）
～
12
月
10
日
（
火
）

※ 

主
な
調
査
内
容　

○
住
ん
で
い
る
住

宅
や
周
囲
の
環
境
に
つ
い
て
○
住
宅

の
住
み
替
え
、
改
善
の
意
向
、
計
画

に
つ
い
て

■
問
合
先　

都
市
建
設
課　

☎
73
‐
３
１
７
２

　

振
り
込
め
詐
欺
警
報

　

振
り
込
め
詐
欺
が
、
大
分
県
内
で
多

発
傾
向
に
あ
り
、
実
際
に
町
内
で
も
、

宝
く
じ
当
選
を
名
目
と
し
た
詐
欺
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
手
口
の
特
徴
は
、
何
ら
か
の

投
資
名
目
で
お
金
を
だ
ま
し
取
る
も
の

が
増
え
て
お
り
、
送
金
方
法
も
、
従
来

の
銀
行
振
込
か
ら
、
郵
便
局
の
レ
タ
ー

パ
ッ
ク
で
の
送
金
方
法
に
変
わ
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

　

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、「
安
易

な
考
え
で
投
資
話
に
乗
ら
な
い
」、「
一

人
で
判
断
せ
ず
に
家
族
な
ど
に
相
談
す

る
」
こ
と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

杵
築
日
出
警
察
署

　

☎
72
‐
２
１
３
１

第 26 回ひじ産業まつり
■ 開 催 日 　11 月 23 日 （土）
■ 場 　 所 　 中 央 公 民 館 ／ 町 営 体 育 館
■ テ ー マ 　 「ひ じ 秋 爛 漫」
　 　 　 　 　 ～ 再 発 見 ・ 見 ど こ ろ い っ

　 　 ぱ い ・ 美 味 し さ 満 載 ～

■ 問 合 先 　 農 林 水 産 課 ☎ 73-3127

■ 募 集 期 間
　11 月 1 日 ( 金 ) ～ 11 月 15 日 ( 金 )
■ 応 募 資 格 　 次 の す べ て に 該 当 す る 方
　 ① 町 内 に 住 所 を 有 す る、 ま た は 勤 務 先

が 町 内 に あ る こ と
　 ② 入 居 者 の 合 算 所 得 が 年 額 1,896,000

円 以 下 で あ る こ と
　 ③ 税 金 の 滞 納 が な い こ と
　 ④ 入 居 者 名 義 の 持 家 が な い こ と
　 ⑤ 独 立 し て い て、 他 の 者 の 扶 養 に 入 っ

て な い こ と
　 ⑥ 住 宅 に 困 っ て い る こ と
　 ⑦ 入 居 者 が 暴 力 団 員 で は な い こ と

■ 抽 選 日 　 11 月 20 日 ( 水 )　11 時 ～ 　
役 場 旧 館 3 階 　 大 会 議 室

■ 申 込 ・ 問 合 先
　 　 都 市 建 設 課 管 理 係 　 ☎ 73-3172

　 町 営 ・ 仁 王 住 宅 　 １ 戸
　 所 在 地 　 日 出 町 ９ ７ ０ 番 地
　 　 　 　 　 構 　 造 　 中 層 耐 火 構 造
　 　 　 　 　 家 　 賃 　16,900 円 ～ 25,200 円
　 　 　 　 　 駐 車 場 　 １ 台 の み （無 料）
　 　 　 　 　 ※ 浴 槽、 ボ イ ラ ー は 完 備。
　 　 　 　 　 　 下 水 道 設 備 有。

　 町 営 ・ 藤 原 住 宅 　 １ 戸
　 所 在 地 　 日 出 町 大 字 藤 原 ４ ５ ９ 番 地 １
　 　 　 　 　 構 　 造 　 簡 易 耐 火 構 造 ２ 階 建
　 　 　 　 　 家 　 賃 　10,000 円 ～ 14,800 円
　 　 　 　 　 駐 車 場 　 １ 台 の み （無 料）
　 　 　 　 　 ※ 浴 槽、 ボ イ ラ ー は 入 居 者 負 担。
　 　 　 　 　 　 ト イ レ は、 汲 取 り 式

　 町 営 ・ 青 津 山 住 宅 　 １ 戸
　 所 在 地 　 日 出 町 大 字 川 崎 ４ ９ ８ ４ 番 地
　 　 　 　 　 構 　 造 　 簡 易 耐 火 構 造 ２ 階 建
　 　 　 　 　 家 　 賃 　9,300 円 ～ 13,900 円
　 　 　 　 　 駐 車 場 　 １ 台 の み （無 料）
　 　 　 　 　 ※ 浴 槽、 ボ イ ラ ー は 入 居 者 負 担。
　 　 　 　 　 　 ト イ レ は、 汲 取 り 式

町営住宅入居者募集
（全３戸）
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健　康
子育て

「地域ケア会議」始めました！
～いつまでも元気に暮らしていけるように支援策を考えています～

　 日 出 町 で は、 住 み 慣 れ た 地 域 で そ の 人 ら し い 生 活 を 継 続 で き る よ う、
そ し て 介 護 保 険 を よ り よ く 活 用 で き る よ う に、10 月 か ら 地 域 ケ ア 会 議
を 月 ２ 回 開 催 し て い ま す。
　 介 護 保 険 に は 様 々 な サ ー ビ ス が あ り ま す が、 ご 自 身 の 状 態 に 合 っ て い
な い サ ー ビ ス や 必 要 の な い サ ー ビ ス を 利 用 す る と、 身 体 機 能 が 衰 え て し
ま う 可 能 性 が あ り ま す。 介 護 保 険 は「利 用 者 が 持 っ て い る 能 力 に 応 じ て、
自 立 し た 生 活 が で き る」 こ と を 目 的 と し て い る の で、 元 気 に い き い き と
暮 ら し て い く た め に は、 介 護 保 険 サ ー ビ ス を 効 果 的 に 使 っ て い く こ と が
大 切 で す。
　 地 域 ケ ア 会 議 で は、 高 齢 者 の 一 人 ひ と り が 抱 え る 課 題 に つ い て、 リ ハ
ビ リ や 口 腔、 栄 養 な ど の 専 門 家 か ら 助 言 を も ら い、 高 齢 者 に 合 っ た 支 援
方 法 を 考 え て い ま す。

もう介護保険を使
わなくても大丈夫
な く ら い 元 気 に
なったわ！

自立にむけ、
サービス実行‼ 目標達成！

地域ケア会議

■問合先　健康増進課 ☎ 73-3136
☎ 73-3115

「カロリーぴったり大作戦」作戦終了
　 ９ 月 27・28 日 に、 日 出 町 中 央 公 民 館 で カ ロ リ ー ぴ っ た り 大 作
戦 が 開 催 さ れ ま し た。
　 ９ 月 の 健 康 増 進 月 間 と 食 生 活 改 善 運 動 の 普 及 の た め に 実 施 し た
ぴ っ た り 大 作 戦 は、 参 加 し た ほ と ん ど の 方 か ら、「ま た 参 加 し た
い」 と い う 感 想 を い た だ き ま し た。
　 ス タ ン プ ラ リ ー に 参 加 す る こ と で、 野 菜 を 使 っ た お や つ の 試 食
や、 カ ロ リ ー 差 の ラ ン キ ン グ を 競 う ゲ ー ム に 参 加 し て い た だ き、
楽 し い イ ベ ン ト と な り ま し た。
　 来 年 も 開 催 予 定 で す の で、 多 く の 方 の 参 加 を お 待 ち し て お り ま
す。

2 日間のカロリー差のランキン
グ上位者を発表します。
 １位　綾　真奈美さん（川崎）
２位　藤井　征子さん（日出）
３位　室屋　ケイ子さん（大神）
＊  3 名の方には、景品をお届け

いたします。

　■問合先　健康増進課
　　　　　　☎ 73-3130

11月の休日当番医
　　　健康増進課	 ☎ 73‐ 3130

＊診療時間９時～ 17時
＊		町報発行後に休日当番医が変更に
なる場合があります。各医療機関
や健康増進課にご確認ください。

11月の休日当番医

３日　鈴木病院	 73-2131

４日　ｻﾝﾗｲｽﾞ酒井病院	 72-2266

10日　大石内科医院	 72-2121

17日　岡田内科ｸﾘﾆｯｸ	 28-0101

23日　日出中央医院	 72-2534

24日　日出児玉病院	 72-2724

12月の休日当番医

１日　鈴木病院	 73-2131

８日　ｻﾝﾗｲｽﾞ酒井病院	 72-2266

15日　日出児玉病院	 72-2724

22日　てしまこどもの杜ｸﾘﾆｯｸ	28-0870

23日　こうまつ循環器科内科ｸﾘﾆｯｸ	73-0077

29日　江本眼科	 28-1700

31日　河野医院	 72-2302

休日エイズ検査
　検査は匿名・無料で行い、結果

は採血後約 30 分で判明します。

■日　時　12 月 1 日（日）

　　  　　　9 時～ 16 時

■場　所　県東部保健所（別府市）

■内　容　ＨＩＶ抗体迅速検査

＊ 検査は予約制ですので、事前に

電話予約をしてください。

■問合先　☎ 67-7040

　　　　　（エイズ相談電話）

以前のように
できることが
増えてきた！

自分に合った体操を
教えてもらったよ！
家でも頑張ろう！

ヘルパーさんに頼んだ方
が楽だけど、できること
は自分でするわ！
自立への近道だものね！

そうですね！
できることから
始めましょう！
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座講 案 内

　 離 乳 食 に 関 す る 相 談 や、 試 食 な ど を 行 う 教 室 を 開 催 し ま す。
　「ど う や っ て 離 乳 食 を 始 め た ら い い の ？」「離 乳 食 の 進 め 方 が わ か
ら な い」 と い う 方 は、 ぜ ひ 子 ど も さ ん と 一 緒 に 参 加 し て み て く だ さ
い。
　 前 回 に 引 き 続 い て 参 加 さ れ る 方 も お 待 ち し て い ま す。
　 申 し 込 み 不 要 で す。
　 ※ ス プ ー ン は 準 備 し て い ま す が、 使 い 慣 れ た ス プ ー ン や エ プ ロ ン

が 必 要 な 方 は ご 準 備 く だ さ い。

　 　 ■ 日 　 時 　12 月 10 日 （火）　10 時 30 分 ～ 11 時 30 分
　 　 ■ 場 　 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー 　 母 子 保 健 室
　 　 ■ 対 　 象 　 離 乳 食 期 （１ 歳 ６ か 月 頃 ま で）
　 　 ■ 問 合 先 　 福 祉 対 策 課 子 育 て 支 援 係 　 ☎ 73-3121

離乳食教室

 子育て応援「わくわくフェスタ」開催
　 日 出 町 保 育 協 議 会 は、 家 庭 で 子 育 て を し て い る 保 護 者 の 方 が、 子
育 て の 情 報 を 得 た り、悩 み を 解 消 す る 場 と し て、毎 年 「わ く わ く フ ェ
ス タ」 を 開 催 し て い ま す。
　 予 約 は 不 要 で す の で、 お 気 軽 に ご 参 加 く だ さ い。

　 　 ■ 日 　 時 　11 月 16 日 （土）10 時 ～ 14 時
　 　 ■ 場 　 所 　 保 健 福 祉 セ ン タ ー 　 多 目 的 ホ ー ル
　 　 ■ 主 　 催 　 日 出 町 保 育 協 議 会 （後 援 　 日 出 町）
　 　 ■ 料 　 金 　 無 料
　 　 ■ 内 　 容 　 ○ 10 時 30 分 ～
　 　 　 　 　 　 　 　「０ 歳 か ら 参 加 出 来 る 親 子 音 脳 リ ト ミ ッ ク」　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 ○ 13 時 ～ 
　 　 　 　 　 　 　 　「牛 乳 パ ッ ク を 使 っ た お も ち ゃ 製 作」
　 　 　 　 　 　 　 ○ 随 時 開 催 
　 　 　 　 　 　 　 　「育 児・栄 養・保 健 相 談 ／ 保 育 園 紹 介・入 所 相 談 ほ か」
　 　 ■ 問 合 先 　 日 出 町 保 育 協 議 会 （事 務 局 ： 藤 原 保 育 園）
　 　 　 　 　 　 　  ☎ 72-7070

ＦＡＸによる 119 番通報について
　杵築速見消防本部では、聴覚や発語等に障がいのある方が「火事」や「急病」

などの時に 119 番通報ができるように、従来の電話による通報のほか、ＦＡ

Ｘによる 119 番通報を受け付けています。（ＦＡＸ番号は局番なしの 119 番）

　送信要領は、以下のとおりです。

　①送信用紙（住所、氏名、急病等の内容を記したもの）をセットする。

　② 119 番をして、スタートを押す。

　③ 消防本部で受信をしましたら、「確かに受信」した旨のＦＡＸ連絡書を送

信します。

　※ 送信用紙は、消防本部や各消防署でお求めください。

　　 ■問合先　杵築速見消防本部警防課　☎ 0978-62-4328

日出町地域子育て支援センター
 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談・援助
　月～金　9時～16時
●赤ちゃん広場（0歳～2歳）
　5日（火）･12日（火）･19日（火）
			・26日（火）　10時～12時
●エアロビクス教室（0歳～就学前）
　		8日（金）・22日（金）10時45分～11時45分
●七五三バッグをつくろう
　（0歳～就学前）13日（水）11時～
●	お店屋さんごっこ（0歳～就学前）
　15日（金）11時～（川崎地区公民館）
●誕生会（0歳～就学前）18日（月）11時～
●	ハンドベルであそぼう
　（0歳～就学前）21日（木）11時～
●忍者になってあそぼう②
　（0歳～就学前）27日（水）11時～
●みの虫をつくろう（0歳～就学前）
　28日（木）11時～

日出町児童館 ☎85‐8820

●	親子リトミック教室（乳幼児・要申
込・ボール持参）5日（火）11時～12時

●	森の先生と秋をみつけよう！（乳幼児
親子15組・要申込）7日（木）10時30分～12時
●	えいごであそぼ（乳幼児）
　13日（水）11時～11時30分
●	たのしい絵本読み聞かせ（乳幼児）
　15日（金）11時15分～11時45分
●	ゆうゆう子育て講座（乳幼児・要申込）
　26日（火）10時30分～12時
●	WAKUWAKUつみきくらぶ（乳幼児）
　27日（水）10時30分～12時

さざんか児童館 ☎72‐8383

●絵本の読み聞かせ（小学生）
　2日（土）10時30分～
●芋版をしよう！
　4日（月）・10時～・13時～
●絵本の読み聞かせ（乳幼児親子）　　 
　11日（月）10時30分～
●エアロビクス（お母さん向け＊乳幼児
　から一緒に参加可能・要申込・600円）
　11日（月）･25日（月）13時30分～
●赤ちゃん広場（0歳児・要申込・200円）
　15日（金）10時30分～
●さざんか☆ちびっこまつり
　23日（土）10時～14時30分
●あつまれ！ちびっこ（巡回児童館）
　25日（月）10時30分～＊中央公民館
●	わくわく保育園（Ｈ23.４月生～Ｈ
24.3月生・昼食代400円・要申込）
　25日（月）10時～
●	みんなで誕生日パーティ！（乳幼児親子・
要申込・200円）	29日（金）10時30分～
●親子グループ活動　10時30分～
　0～1歳児　6・13・27日（水）
　　		2歳児　7・14・28日（木）
　3～5歳児　5・12・26日（火）
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定 期 相 談

１１月の休館日

図 書 館 だ よ り

萬里図書館　　　７２－２８５１　

新刊案内

『明治・妖（あやかし）モダン』
畠中恵：著　朝日新聞出版：刊
　江戸が終わって 20 年。煉瓦街
が広がりアーク灯が闇を照らす銀
座に、ひっそりと佇む派出所。巡
査の滝と原田は、“かまいたち”
被害の捜査など不思議な対応に追
われ…。『小説トリッパー』掲載
に書き下ろしを加えて単行本化。

『私の本棚』
新潮社：編　新潮社：刊
　本棚は宝物、憧れ、宇宙。そ
してほんとに厄介―。新居の本
棚を作るにあたり蔵書全ての背
幅を測った小野不由美、未来の
本棚を想像する椎名誠ら、23 人
の読書家が綴った本棚にまつわ
る話。『yom yom』掲載を単行本化。

『豆料理きほんのき』
長谷川清美：著
主婦と生活社：刊
　豆は、和食だけでなく、洋食
や中華、エスニックなど、どん
な料理にも使える万能選手。豆
の基本的な調理法を解説すると
ともに、調理法別の豆料理のレ
シピを紹介します。

『つくもがみ』
京極夏彦：作　岩崎書店：刊
　「物を粗末にすると、ばけてで
るよ」とおじいちゃんは言うけ
ど、ばけてでるってどういうこ
とだろう。ある日、おじいちゃ
んが大事に使っていたほうきや、
かさや、げたが…。楽しい妖怪
と出会う絵本。

　3日・4日・10日・11日・18日・23日・24日・25日・28日

■ブーフーウーによる読み聞かせ

　○日時　11 月 9 日（土）　10 時 30 分～ 11 時 30 分

　　　　　0歳～ 3歳向け

　

■ FUMFUM （ふむふむ） による読み聞かせ

　○日時　11 月 22 日（金）　 11 時～ 11 時 30 分

　　　　　0歳～ 5歳くらいまで

●行政相談

  場　所　役場新館3階332会議室
  日　時　11月5日（火）10時～15時
  問合先　総務課　☎73 ‐ 3150

●心配ごと相談

　場　所　役場新館3階333会議室
    日  時　11月12日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73-3121

●心配ごと ・行政合同相談

　場　所　豊岡地区公民館
　日　時　11月19日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73 ‐ 3150

●障がい児 ・者等支援相談

　相談先　社会福祉法人「みのり村」
　　　　　みのり障がい者生活支援センター

　　☎72 ‐ 2818

●障がい児 ・者生活支援相談

　相談先　太陽の家障害者生活支援センター
　　　　　　☎72 ‐ 1682
　　　　　（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談

　相談先　日出町地域包括支援センター
（健康増進課内）☎73 ‐ 3115

●家庭児童 ・母子婦人相談

　相談先　福祉対策課　☎73 ‐ 3121
　

●いつでも子育てほっとライン

　相談ダイヤル　☎0120 ‐ 462 ‐ 110
　　　（24時間　365日受付）

●無料人権相談所

　相談先　大分地方法務局杵築支局　
☎0978 ‐ 62 ‐ 2271

●法律相談　（要予約）
　日　時　第２火曜（保健福祉センター）
　　　　　第４火曜（役場333会議室）
　　　　　※祭日の場合は休み
　　　　　13時30分～16時30分
　費　用　30分につき5,000円
　　　　　  ※収入が一定以下の方及び多

重債務の相談は無料
　申込・問合先　大分県弁護士会

☎097 ‐ 536 ‐ 1458
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険
等
も
あ
り
ま
す
。

英
語
等
、
通
訳
も
つ
き
ま
す
。

▼
日
時　

12
月
１
日
（
日
）

▼
場
所　

iichiko

総
合
文
化
セ

ン
タ
ー

▼
問
合
先　

原
田

☎
０
９
７
９
‐
43
‐
６
３
２
９

公
開
講
座
「
総
合
人
間
学
」

　

様
々
な
分
野
の
第
一
線
で
活

躍
し
、
か
つ
造
詣
の
深
い
講
師

の
方
々
の
幅
広
い
見
識
や
考
え

方
を
通
し
て
、
人
間
と
し
て
、

ま
た
医
療
従
事
者
と
し
て
備
え

て
お
く
べ
き
豊
か
な
知
性
と
感

性
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
広
く
一
般
の
方
々
に

公
開
し
ま
す
。

▼
日
時

○ 

11
月
11
日
（
月
）
14
時
40
分

～
16
時
10
分　
「
早
寝
、
早

起
き
、
朝
ご
は
ん
で
男
子
力
・

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

講 

座

募 

集

米
粉
ア
イ
デ
ア
レ
シ
ピ

　
　

コ
ン
テ
ス
ト

　

県
産
の
米
粉
の
消
費
拡
大
・

普
及
の
た
め
、
米
粉
を
使
用
し

た
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催

し
ま
す
。
県
産
米
粉
を
使
用
し

た
料
理
・
パ
ン
・
菓
子
・
加
工

品
、
ま
た
朝
食
・
介
護
食
・
離

乳
食
・
非
常
食
等
オ
リ
ジ
ナ
ル

レ
シ
ピ
を
募
集
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格

○ 

プ
ロ
部
門　

県
内
で
販
売
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る

事
業
者

○ 

一
般
部
門　

県
在
住
の
高
校

生
以
上
で
、
販
売
を
目
的
と

し
な
い
個
人
、
グ
ル
ー
プ
等

▼ 

応
募
締
切

　

11
月
30
日
（
土
）
必
着

▼ 

問
合
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
シ

ス
ト
・
パ
ル
・
オ
オ
イ
タ

☎
０
９
７
‐
５
３
４
‐
８
０
３
３

視
覚
障
が
い
教
育
相
談

　
（
巡
回
相
談
）

　

相
談
希
望
の
方
は
、
町
教
育

委
員
会
（
☎
73
‐
３
１
５
７
）

へ
問
合
せ
の
上
、「
相
談
票
」
を

教
育
委
員
会
に
提
出
下
さ
い
。

▼ 

日
時　

11
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時
30
分

▼ 

場
所　

別
府
市
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー

▼ 

対
象　

視
覚
障
が
い
の
あ
る

幼
児
・
児
童
・
生
徒
・
成
人
、

及
び
そ
の
保
護
者
・
関
係
者

（
保
育
士
・
教
員
等
）

▼ 

相
談
内
容　

家
庭
で
の
接
し

方
や
、
保
育
・
教
育
・
医
療

に
関
す
る
こ
と

▼
申
込
締
切　

11
月
12
日（
火
）

▼
問
合
先　

県
立
盲
学
校

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３
８

司
法
書
士
青
年
の
会

　
　

に
よ
る
法
律
相
談

▼ 

日
時　

11
月
11
日
（
月
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時

▼
場
所　

町
役
場
＊
要
予
約

▼ 

内
容　

相
続
等
不
動
産
登

記
・
会
社
関
係
登
記
全
般
・

多
重
債
務
関
係
・
訴
訟
手
続
・

成
年
後
見
・
そ
の
他

▼ 

申
込
・
問
合
先　

県
司
法
書

士
青
年
の
会
事
務
局
（
安
藤

事
務
所
）
☎
23
‐
２
０
２
９

無
料
行
政
相
談
会

　

様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

町
民
の
皆
様
の
相
談
窓
口
の
１

つ
と
し
て
、
毎
月
第
３
水
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
に
開

催
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
20
日
（
水
）

　
　
　
　

13
時
～
16
時

▼
場
所　

県
行
政
書
士
会

『ギンナン創作料理・菓子コンテスト』
「全国に誇るギンナン産地、大分県。その中でトップシェ

アの日出町。茶碗蒸しだけじゃないギンナンのおいし
い食べ方を日出町から発信しませんか」

≪コンテスト≫ギンナンを使った料理・菓子・加工品など
　開催日：11 月 23 日（土）　
　場　所：ひじ産業まつり「ギンナン特設ブース」
　表　彰：優秀数点に対し賞品、賞状を授与
≪参加申込≫※電話申込み不可※先着順３０点まで
　申込先：ＪＡべっぷ日出柑橘選果場事務所 窓口
　受付期間：11 月 11 日（月）～ 15 日（金）
≪その他≫
　①窓口受付時に材料のギンナンをお渡します
　②開催当日、会場に作品を持込み可能な方
　※注意：試食をしますので返品できません。
■問合先　 べっぷ日出農協ギンナン部会
　　　　（事務局 : 日出柑橘選果場 三浦　☎ 72-2251）

相 

談
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笑
い
ヨ
ガ

　

が
ん
患
者
及
び
そ
の
ご
家
族

を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。
笑
い

ヨ
ガ
は
腹
圧
の
か
か
る
有
酸
素

運
動
で
す
。
ご
心
配
の
方
は
主

治
医
に
ご
相
談
の
上
、
お
越
し

下
さ
い
。参
加
無
料
。申
込
不
要
。

▼ 

日
時　

11
月
８
日
（
金
）・

22
日
（
金
）
14
時
～
16
時

▼
場
所　

別
府
医
療
セ
ン
タ
ー

▼ 
問
合
先　

別
府
医
療
セ
ン

タ
ー
が
ん
相
談
支
援
室

☎
67
‐
１
１
１
１

裁
判
員
制
度
～
ま
も
な
く
名
簿

　

記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
～

　

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、
市

区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が

選
挙
人
名
簿
か
ら
く
じ
で
無
作

為
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
、
全

国
の
裁
判
所
で
作
成
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
26
年
の
裁
判
員
候
補
者

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、

本
年
11
月
中
旬
に
名
簿
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
の
通
知
（
名
簿
記

載
通
知
）
を
お
送
り
し
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

大
分
地
方
裁
判
所

事
務
局

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
７
１
６
１

健
康
フ
ェ
ス
タ

ショートステイ　サンライズ  （72-1111）

整形外科・脳神経外科・外科
内科（消化器、呼吸器、循環器、血液）
リハビリテーション科・リウマチ科

そ
の
他

女
子
力
ア
ッ
プ
」

○ 
11
月
18
日
（
月
）
14
時
40
分

～
16
時
10
分　
「
児
童
虐
待
予

防
に
お
け
る
看
護
職
の
役
割
」

○ 

11
月
25
日
（
月
）
14
時
40
分

～
16
時
10
分　
「
ラ
イ
フ
デ

ザ
イ
ン
講
座
～
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

考
え
る
～
」

○ 

12
月
２
日
（
月
）
14
時
40
分

～
16
時
10
分　
「
ラ
イ
フ
セ
ー

ビ
ン
グ
と
い
う
人
命
救
助
」

▼
場
所　

県
立
看
護
科
学
大
学

▼
問
合
先　

県
立
看
護
科
学
大
学

☎
０
９
７
‐
５
８
６
‐
４
３
０
４

親
子
料
理
教
室

さ
つ
ま
い
も
の
お
や
つ
に
挑
戦
！

　

児
童
・
生
徒
と
保
護
者
の
24

組
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時　

11
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
13
時

▼
場
所　

別
府
大
学

▼ 

申
込
期
限　

　

11
月
６
日
（
水
）

▼ 

費
用　

保
護
者
５
０
０
円
、

児
童
・
生
徒
１
人
目
３
０
０

円
、
２
人
目
か
ら
２
０
０
円

▼ 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
児
童
の
皆
さ
ん
は
上
履
き

▼
問
合
先　

別
府
大
学
食
物
栄

養
科
学
部
☎
66
‐
９
６
３
０

▼
日
時　

11
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　

10
時
～
16
時

▼ 

場
所　

iichiko

総
合
文
化
セ

ン
タ
ー

▼
内
容

○ 

講
演
①
「
タ
ニ
タ
健
康
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
～
お
い
し
い
社
食

の
秘
密
」

○ 

講
演
②
「
美
味
し
く
食
べ
て

健
康
に
～
か
る
し
お
の
す
す
め
」

○ 

知
事
感
謝
状
贈
呈
・
各
種
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰

○ 

事
例
発
表
「
減
塩
を
実
現
す
る

町
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
in
呉
」

○
お
楽
し
み
抽
選
会

○ 

各
種
健
康
体
験
ブ
ー
ス
（
食

育
Ｓ
Ａ
Ｔ
を
利
用
し
た
食
事

バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ッ
ク
等
）

▼
問
合
先　

県
福
祉
保
健
部

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
６
６
６

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に

対
す
る
無
料
健
康
診
断

　

健
康
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
住
所
地
の
保
健
所
に
連
絡

を
し
て
申
し
込
み
を
行
っ
て
下

さ
い
。
受
診
日
に
つ
い
て
は
、

保
健
所
と
相
談
し
て
下
さ
い
。

▼ 

対
象　

両
親
、
又
は
そ
の
ど

ち
ら
か
が
原
子
爆
弾
被
爆
者

で
、
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

▼ 

申
込
期
限

　

12
月
６
日
（
金
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

東
部
保
健
所

☎
67
‐
２
５
１
１

第
32
回
大
分
矯
正
展

　

大
分
刑
務
所
で
は
、「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
一
環

と
し
て
、
大
分
矯
正
展
を
開
催

し
ま
す
。
入
場
無
料
。
駐
車
場

有
り
。

▼
日
時　

○ 

11
月
９
日
（
土
）
９
時
～
16
時

○
11
月
10
日
（
日
）
９
時
～
15
時

▼
場
所　

大
分
刑
務
所

▼ 

内
容　

刑
務
所
作
業
製
品
や

少
年
院
職
業
補
導
製
品
（
野

菜
を
含
む
）
の
展
示
即
売
、

実
演
コ
ー
ナ
ー
、
性
格
診
断

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
等

▼
問
合
先　

大
分
刑
務
所

☎
０
９
７
‐
５
４
６
‐
３
１
５
３

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　

県
内
で
は
毎
年
３
０
０
名
前

後
の
方
が
自
ら
命
を
断
っ
て
い

ま
す
。
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を

目
的
と
し
て
つ
ど
い
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
無
料
。
要
申
込
。

▼ 

日
時　

12
月
５
日
（
木
）

　
　
　
　

14
時
～
16
時

▼ 
場
所　

県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

▼ 

対
象　

大
切
な
方
を
自
死
で

亡
く
さ
れ
た
ご
遺
族

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/
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下
郡　

蒼そ

ら空（
淳　

佐
尾
）

首
藤　

早さ

ほ穂（
健
志　

佐
尾
）

後
藤　

悠ゆ
う
と人（
勝
利　

上
仁
王
）

稲
葉　

陽は
る
と翔（
雅
夫　

内
堀
）

齋
藤　

明め
い　

（
創　

南
部
）

伊
藤　

美み

ゆ結（
翔
太　

中
部
）

片
嶌　

杏あ
ん
じ
ゅ寿（

健　

赤
松
）

清
家　

照て
る
き喜（

政
則　

成
行
）

阿
部　

惟い
つ
き月（
匡
浩　

内
野
）

佐
藤　

聖
き
よ
ら　
（
尊
俊 

大
神
中
央
）

諌
山　

叶か
な
み愛（
和
也 

日
比
の
浦
）

平
田　

鈴す
ず
か佳（
忠
義　

軒
の
井
）

山
田　

和
人（
88　

是
城
）

利
光　

久
香（
98　

新
町
）

脇
屋
マ
ス
ヱ（
80  

豊
岡
本
町
）

福
田　

信
子（
81　

小
浦
）

大
坪
ミ
ツ
ヱ（
92　

八
日
市
）

大
塚
百
合
子（
82　

佐
尾
）

井
上　

誠　
（
70　

上
仁
王
）

相
澤　

博　
（
92　

内
堀
）

井
上　

哲
男（
88　

東
部
）

芝
尾　

德
夫（
96　

南
部
）

西
村
カ
メ
代（
86　

南
部
）

堤　
　

淳　
（
92　

中
部
）

村
岡　

傳
一（
93　

赤
松
）

江
藤　

寿
子（
61　

宗
行
）

平
島
フ
ヂ
ヱ（
96　

則
次
）

衛
藤　

一
代（
94　

内
野
）

既存建物の耐震化工事行います

（　

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

（　

）
内
は
行
年
・
地
区
名

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　

町
民
文
芸

　
　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

赤
山　

ち
ゑ

　

西
空
に
か
か
る
朝
の
虹
の
色

　
　

一
瞬
に
消
え
暑
さ
極
ま
る　

　　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

藤
田　

和
子

　

何
は
さ
て
弁
当
箱
の
蓋
に
つ
く

　
　

ご
飯
粒
食
べ
る
性
は
変
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原　

渡
邉　

睦
子

　

近
隣
の
ア
パ
ー
ト
に
住
む
中
学
生

　
　

逢
え
ば
笑
顔
で
言
葉
を
交
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　

大
神　

藤
野　

和
子

　

今
朝
も
ま
た
露
お
く
こ
と
も
な
き

　

猛
暑
続
き
て
里
芋
の
広
葉
を
焦
が
す

　
　
　
　
　
　

藤
原　

岸
川　

房
子

　

幼お
さ
な
ご児

の
瞳
に
丸
き
月
す
み
ぬ

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永
三
千
代

　

白
塀
に
添
ふ
て
漂
ふ
金き

ん
も
く
せ
い

木
犀

　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

塩
出
千
鶴
子

　

ふ
り
そ
そ
ぐ
青
き
光ひ

か

り
や
十
三
夜

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

永
松
美
知
子

せ
が
ま
れ
て
小ち

さ
き
手
を
引
き
秋
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

大
野　

仁
王

　

天て
ん
し
ん心

の
名め

い
げ
つ月

屋
根
を
照
り
返
し

　
　
　
　
　
　
　

豊
岡　

森
永　

晏
司

　

満
月
や
子
供
の
頃
に
思
い
馳は

せ

　
　
　
　
　
　
　

日
出　

定
平　

勝
義

　

十い

ざ

よ

い

六
夜
の
月
を
肴
に
新
酒
酌
み

▼ 
内
容　

参
加
者
の
気
持
ち
の

分
か
ち
合
い
を
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切　

11
月
27
日
（
水
）

▼ 

申
込
・
問
合
先　

県
こ
こ
ろ
と

か
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０

県
民
ノ
ー
残
業
デ
ー

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
を

維
持
す
る
た
め
、
県
内
の
企
業

に
働
く
皆
様
の
定
時
で
の
退
社

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
ノ
ー
残
業
デ
ー
」
を
導
入
し

て
い
な
い
企
業
も
、
こ
の
機
会

に
是
非
導
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

11
月
20
日
（
水
）

▼
問
合
先　

大
分
労
働
局

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
２
１
２

県
社
会
福
祉
介
護
研
修
セ
ン

タ
ー
開
設
20
周
年
記
念
行
事

▼
日
時　

11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時
30
分

▼ 
場
所　

県
社
会
福
祉
介
護
研

修
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容　

花
苗
配
布
、
模
擬

店
、
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
の
体
験
、

ア
イ
デ
ア
作
品
展
、
健
康
・

認
知
症
相
談
、
ア
ニ
メ
上
映

会
、
落
語
（
三
遊
亭
歌
奴
）、

も
ち
撒
き
等

▼
参
加
費　

無
料

▼ 

問
合
先　

県
社
会
福
祉
介
護

研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
６
８
８
８

第
26
回
き
の
み
フ
ェ
ス
タ

　

障
が
い
の
あ
る
方
が
、
家
庭

や
地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
生
活
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時

▼ 

場
所　

杵
築
市
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼
問
合
先　

樹
の
実
園

☎
０
９
７
８
‐
62
‐
２
１
１
１

＊
9
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

阿
部　

聖せ
い
な奈（
聖　

是
城
）

阿
部
梨り

り

と

々
人（
孔
明　

中
の
三
）

後
藤　

悠ゆ

ら良（
賢
二　

中
の
三)

帯
刀　

楓ふ
う
か華（

将
敏　

中
の
三
）

坂
本　

創そ
う
き貴（

忠
俊 

辻
間
団
地
西
）

堤　
　

康や
す
た
か貴（
康
之 

辻
間
団
地
西
）

小
平　

靖せ

あ空（
宇
樹　

佐
尾
）
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科学の好きな子どもたちを育てる

「日本宇宙少年団大分テクノ分団」誕生へ

日出町の人のうごき
平成 25 年 10 月 1 日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

世帯数 11,826 （　　0） － 55
人　口 28,671 （＋ 19） －135

男 13,736 （＋ 10） － 38
女 14,935 （＋　9） － 97

南端 314 （　　0）
豊岡 7,320 （＋　1）
日出 5,909 （＋ 14）
藤原 3,848 （＋　1）
川崎 5,843 （－ 10）
大神 5,437 （＋ 13）

（　）内は前月比
　　  内は今年４月１日比

P
ub

lic Info
rm

atio
n

広
報

N
o.474

44

　 未 来 を 生 き る 子 ど も た ち に
宇 宙 を 身 近 に 感 じ、 科 学 に 興
味 を 持 っ て も ら お う と 活 動 す
る 「日 本 宇 宙 少 年 団」。
　JAXA（ 宇 宙 航 空 研 究 開 発
機 構） 宇 宙 教 育 リ ー ダ ー の 資
格 を 持 つ 安 東 三 郎 さ ん が、「日
本 宇 宙 少 年 団 ・ 大 分 テ ク ノ 分
団」 の 設 立 に む け、 現 在、 準
備 に 奮 闘 中 で す。
　 安 東 さ ん は、 こ れ ま で に 山
口 ・ 宮 崎 の 両 県 で 分 団 を 設 立
し、 ミ ニ ロ ケ ッ ト や 歩 行 ロ
ボ ッ ト な ど を 作 る 「な ん で も
サ イ エ ン ス 塾」 を 展 開、 も の
づ く り を 通 し て、 子 ど も た ち
に 科 学 の お も し ろ さ を 教 え て
き ま し た。
　 こ の 教 室 の 人 気 ぶ り は、 Ｎ
Ｈ Ｋ を は じ め、 多 く の マ ス コ
ミ に も 取 り 上 げ ら れ た ほ か、
自 治 体 や 学 校、 企 業 な ど か ら
も 出 前 科 学 教 室 を 依 頼 さ れ る
ほ ど で し た。
　 こ の 教 室 は、 科 学 技 術 の 振
興 や 青 少 年 の 健 全 育 成 に 寄 与
し た と し て、 ソ ニ ー 教 育 財 団
や マ ツ ダ 財 団 な ど か ら 表 彰 さ
れ て い る そ う で す。
　 山 口 県 か ら 転 居 し、 日 出 町

で 暮 ら し 始 め た 安 東 さ ん は、
今 年 ５ 月 か ら 大 分 で の 分 団 設
立 に 取 り 組 み 始 め ま し た。
　「大 分 テ ク ノ 分 団」で は、「な
ん で も サ イ エ ン ス 塾」 の 定 期
開 催 の ほ か、 ミ ニ ロ ケ ッ ト の
打 ち 上 げ や、 歩 行 ロ ボ ッ ト で
の 相 撲 や サ ッ カ ー 大 会 な ど を
計 画 し て い る そ う で す。
　 安 東 さ ん は 活 動 を 通 じ て

「 大 分 っ 子 の 科 学 の 芽 を 伸 ば
す と と も に、 地 域 の 活 性 化 に
も 繋 げ て い き た い」 と 話 し ま
す。
　 こ の ほ か、 山 崎 直 子 宇 宙 飛
行 士 と 一 緒 に 宇 宙 を 旅 し て き
た ア サ ガ オ の 子 孫 を 普 及 さ せ
る 活 動 に も 取 り 組 み、 日 出 町
を 「『 宇 宙 ア サ ガ オ の 町 』 と
呼 ば れ る く ら い に し た い」 と
の 夢 も 話 し て く れ ま し た。
　 来 年 早 々 の 結 団 式 を 目 指 し
て 団 員 を 募 集 中 で、す で に「大
分 テ ク ノ 分 団」 の 名 誉 分 団 長
に 工 藤 町 長 の 就 任 も 内 定 し て
い ま す。
　「 年 齢 や 性 別 は 問 わ な い の
で、 興 味 の あ る 方 は、 一 緒 に
活 動 し て 欲 し い」 と 入 団 を 呼
び か け て い ま す。

　11 月 23 日 に 行 わ れ る 「ひ
じ 産 業 ま つ り」 で は、 良 く 飛
ぶ 飛 行 機 づ く り 教 室 の ほ か、
ア ル コ ー ル 銃 の 射 的 ゲ ー ム や
歩 行 ロ ボ ッ ト の 実 演 な ど お も
し ろ い 科 学 実 験 を 行 う そ う で
す。
　「 来 場 者 に 楽 し ん で も ら え
る イ ベ ン ト に し た い」 と 準 備
を 進 め て い ま す。

　 大 分 テ ク ノ 分 団 に 関 す る 問
い 合 わ せ は、 ☎ 85-8720（ 安
東 さ ん） ま で。

ミニロケットが設置された発射台を持つ安東さん

2013.11
N
o
vem
b
er

JAXA 宇宙教育リーダー

安東　三郎さん（76）
（川崎　成行）
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